
 
☆ 教員選書コーナー 
今年からの新企画として、学長を始め教員の推薦図書を随時報告する予定です。第

2 回は幸丸メディアセンター長から、おすすめの図書を選書していただきました。幸丸メ

ディアセンター長から図書に関するコメントも頂きましたので、あわせて御紹介致しま

す。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

☆ 開館カレンダー ☆ 
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 2010年 3月開館日 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

   通常開館 9:00-21:00 

   短縮開館 9:00-17:00 

   休館日 

 2010年 4月開館日 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

   通常開館 9:00-21:00 

   短縮開館 9:00-17:00 

   休館日 

 

1.『ソロモンの指環 －動物行動学入門－』コンラート・ローレンツ 著 

( 4階開架：481.78:ロ 1:1) 

 大学での勉強に失望感を募らせている頃に出会い、動物行動学の面白さに引きこま

れてしまった。私がお気に入りのアクアリウムの章には「ビオトープ」のエッセンスが詰

まっている。 

2.『複合汚染』上・下巻 有吉佐和子 著 

( 2階書庫：上巻 913.6:ア 6:7-1 下巻 913.6:ア 6:7-2) 

 環境汚染の問題を、ここまで平易にかつ面白く読ませる本として右に出るものなし。 

3.『市民科学者として生きる』 高木仁三郎 著 

（ 4階開架 G学習室 1：080:イ:1-631） 

 得ようと思えば十二分に可能だった「正統な」科学者の名誉にも地位にも拘泥せず、

市民の側に立つ科学者として生きた著者の魂の一冊。 

4.『なぜ世界の半分が飢えるのか : 食糧危機の構造』スーザン・ジョージ 著 

小南祐一郎，谷口真里子訳 

（ 4階開架：611.3:ジ） 

 グローバリズムに敢然と立ち向かう、本当にかっこいい女性活動家による今や古典

となった世界を読み解くための一冊。 

 

左記のほかにも、多数の図書をおすすめ頂きました。下記はメディアセンターでの新着

図書としてご案内する予定の図書の一部です。 

 

・ 『もの食う人びと』辺見庸 著 

飢餓や貧困、汚染にあえぎ苦しみながら世界の各地で営まれる人々の暮らしが筆者

や私たちに問いかけてくる重み。ルポルタージュの最高峰。 

・ 『もうひとつの日本は可能だ』内橋克人 著 

グローバリゼーションや格差社会に一貫して異を唱え続けている気骨の、そして限り

なくやさしい経済ジャーナリストの著書の一冊。 

・ 『倚りかからず』茨木のり子 著 

詩人の感性と科学する心、そして反骨精神の見事な融合。 

・ 『バイオロギング』日本バイオロギング研究会 編纂 

ローレンツらによって始まった動物行動学は今、ハイテクを駆使して猛烈な勢いで発

展しつつある。けれども楽しく面白いことに変わりはない。大槌も研究拠点の一つだし、

今春からは八戸の蕪島もフィールドのひとつに加わる予定。 

 

メディアセンターホームページでも推薦図書をご紹介致しますので、ぜひご覧ください。 


